
2006年出土の木簡

や

わ
た
お
お
み
な
く
ち

石
川
・八
幡
大
皆
口
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
七
尾
市
八
幡
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
七
月
～

一
二
月
、
二
　
一
一〇

〇
五
年
二
月
～

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
七
尾
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
北
林
雅
康

・
泉
　
妙
宗

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期
～
近
世
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

八
幡
大
皆
回
遺
跡
は
、
能
全
国
分
寺
跡
よ
り
入
Ｏ
Ｏ
ｍ
南
西
、
西
側
に
笠
師

川
が
流
れ
る
沖
積
地
に
所
在
す

る
。
七
尾
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴

っ
て
、
計
四
九
〇
〇
ポ
を
発
掘

調
査
し
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
溝

・
土

坑

。
掘
立
柱
建
物

（四
棟
▼

尾

井
戸

（八
基
）
な
ど
で
あ
る
。

七

出
土
し
た
遺
物
に
は
、
珠
洲

く

焼

・
土
師
器
皿

・
瀬
戸
美
濃

焼

・
青
磁
片

。
白
磁
片

・
土
師
器

・
須
恵
器

。
染
付

・
瓦
塔
片

・
曲
物

・
漆

器

・
箸
状
木
製
品

・
柱
根

・
柄
杓

・
銭
貨

・
短
刀

・
刀
子
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
本
遺
跡
は
能
全
国
分
寺
周
辺
地
域
に
所
在
す
る
中
世

集
落
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、　
〓

一世
紀
後
半
か
ら

一
三
世
紀
、

一
四
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
、　
一
七
世
紀
前
半
の
三
つ
の
画
期
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

木
簡
は
、
二
〇
〇
四
年
度
の
調
査
に
お
い
て
Ｂ
区
Ｈ

一
二
大
型
土
坑
か
ら

一

点
、
Ｂ
区
Ｓ
Ｅ
〇

一
か
ら
三
点
、
二
〇
〇
五
年
度
の
調
査
に
お
い
て
Ｃ
区
Ｓ
Ｅ

〇

一
か
ら

一
点
、
Ｃ
区
池
状
遺
構
か
ら

一
点
、
以
上
総
計
六
点
が
出
上
し
た
。

Ｂ
区
Ｈ

一
二
大
型
方
形
土
抗
は
、
長
辺
三

・
八
ｍ
短
辺
三

・
三
ｍ
深
さ
○

・
四

九

ｍ
を
測
る
。
木
簡
は
、
そ
の
北
西
部
に
所
在
す
る
円
形
土
坑

（井
戸
状
遺

構
）
の
壁
際
か
ら
立
位
の
状
態
で
出
土
し
た
。
Ｂ
区
Ｓ
Ｅ
〇

一
は
、
四
隅
に
柱

を
立
て
、
横
桟
を
組
ん
だ
縦
板
組
の
井
戸
で
、
時
期
は
掘
形
か
ら
出
土
し
た
珠

洲
焼
か
ら
、　
一
五
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
区
Ｓ
Ｅ
〇

一
は
、　
一
辺
人

五
伽
の
井
戸
で
、
本
簡
は
枠
内
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。
時
期
は

一
二
世
紀
後

半
か
ら

一
三
世
紀
で
あ
る
。
な
お
、
Ｃ
区
池
状
遺
構
か
ら
は
、
他
に
珠
洲
焼

・

青
磁

。
白
磁

。
土
師
器
片
な
ど
が
出
土
し
た
。
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、　
一

三
世
紀
に
収
ま
る
と
み
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

二
〇
〇
四
年
度
調
査



Ｂ
区
Ｈ

一
三
大
型
土
坑

（符
篠
力
）

〔
急
脱
力
〕

⑪

　

「日
――
□
　
急
如
律
令
」
　
　
　
　
　
　
　
　
〕い叉
卜叉
ω
８
Ｐ

Ｂ
区
Ｓ
Ｅ
〇

一

（
カ
ー
ン
Ｘ
ア
ー
ク
）

②

　

工

　

　

碧

（
絵

）

急

々
如

律

令

ｏ
」
　

　

　

や
Ｐ実

鶴
涯

ｏ
い
軍

０

　

「
＜
日
日
日
日
日
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］ｏ∞Ｘ
∞叉
卜
寓
Φ

い

　

「日
国
　
ｏ
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ受
Ю睫
誤

ｏ留

①
は
、
「急
如
律
令
」
は
幸
う
じ
て
判
読
で
き
る
が
、
上
半
部
の
墨
痕
は
薄

れ
て
確
認
で
き
な
い
。
②
は
比
較
的
墨
書
が
明
瞭
に
確
認
で
き
る
。
上
端
の
状

況
か
ら
上
部
に
続
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
二
重
の
同
心
円
の
中
に

「鬼
」

と
推
測
さ
れ
る
字
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
類
例
か
ら
腫
れ
物
の
治
癒
を
祈
願
す

る
呪
符
木
簡
と
思
わ
れ
る
。
穿
孔
は
釘
孔
の
可
能
性
が
あ
る
。
①
は
、
材
の
一

端
が
圭
頭
で
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
他
端
は
毀
損
ま
た
は
切
断
か
。
墨
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
墨
痕
部
分
が
腐
蝕
せ
ず
に
い
た
た
め
、
文
字
が
浮
か
び
上

が
っ
て
見
え
る
。
少
な
く
と
も
七
文
字
は
存
在
す
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
い

は
、
②
と
形
態

。
大
き
さ
が
近
似
し
て
い
る
。
穿
孔
は
釘
孔
の
可
能
性
が
あ
る
。

墨
書
は
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
。

一
一　
二
〇
〇
五
年
度
調
査

Ｃ
区
Ｓ
Ｅ
〇

一

ω
　
。
「
（符
篠
）
急
々
×
」

。
「　
　
一一一　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸『β〉〈∞『〉〈〇
　
〇∞Ｐ↓●

Ｃ
区
池
状
遺
構

②

　

「
い
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

遜
援
卜
ｏ‘

い
は
幅
の
広
い
長
方
形
の
材
の
上
端
を
圭
頭
状
に
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呪
符
木
簡
で
あ
ろ
う
。
②
は
、
上
端
が
方
頭
で
下
端
は
折
損
し
て
い
る
。
墨
書

は
平
仮
名
で

「
い
か
わ
」
と
判
読
で
き
る
が
、
そ
れ
よ
り
下
は
折
損
の
た
め
、

不
明
。

当
地
は
現
在
八
幡
町
で
あ
る
が
、
平
安
末
期
の
久
安
年
中

（
一
一
四
五
片
一

一
五
一
）
に
石
清
水
八
幡
宮
領
荘
園
と
な
っ
た
恵
曽
飯
川
保
の
出
作
地
が
独
立

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（『平
安
遺
文
』
二
九
五
九
号
）。
ま
た
地
名
の
飯
河

（川
）
を
名
字
と
し
た
在
地
領
主
飯
河
氏
が
存
在
し
、
南
北
朝
期
に
は
能
登
守

護
代
と
し
て
散
見
し
、
戦
国
期
に
は
畠
山
氏
の
重
臣
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

飯
河
氏

（保
）
と
の
関
連
を
如
実
に
示
す
資
料
で
あ
る
。
但
し
、
平
仮
名
で
書

か
れ
て
い
る
点
が
特
殊
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
の
方
々
の

ご
教
示
を
得
た
。

（北
林
雅
康
）
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